
　約６万人の人々が暮らす沖縄県糸満市。その人々の生活
排水が集まる下水処理場において下水から発生するバイ
オガスを使った国内初の新しい取り組みが始まっている。
　下水から発生するメタン由来のバイオガスはそのまま
大気に捨てることができないため、通常は燃やして大気
に捨てられている。本施設では、今まで捨てられていたバ
イオガスをコージェネレーション（以下コージェネ）の燃料

コージェネ導入のポイント
下水処理場で発生したバイオガスを 
オフサイトの発電で活用する国内初の取組み
コージェネ排熱を塩工場の製塩工程で活用
官民連携によるエネルギーの地産地消

1

2

3

としてオフサイト（施設外）で有効活用し、電気と熱を作り
地産地消している。沖縄は、水溶性天然ガス（温泉付随ガ
ス）の開発などの未使用エネルギーの導入にも積極的に
取り組んできた歴史があり、その一端とも言える国内初
の取り組みをここに紹介する。

国内初、下水処理場で発生するバイオガスの
オフサイト利用とエネルギーの地産地消

いとまんバイオエナジー

■ 施設概要
事 業 者 いとまんバイオエナジー（株）

出 資 会 社
計 ７ 社

（株）オカノ、沖縄ガス（株）、（株）青い海、ヤンマー沖
縄（株）、（株）沖縄ガスニューパワー（以下「沖縄ガ
スNP」）、東京ガスエンジニアリングソリューションズ

（株）、ヤンマーエネルギーシステム（株）

開 業 年 月 2019年1月：いとまんバイオエナジー設立
2019年10月：コージェネによる熱電供給事業開始

コージェネ 
設 置 場 所 沖縄県糸満市西崎町４―５－４　青い海 構内

面 積 糸満市浄化センター：4,500㎡（下水処理場）
青い海：2,475㎡（用途：製塩工場）

I t o m a n   B i o  E n e r g y  C o r p o r a t i o n

Case1

取材・文：秋山 真吾

SDGs コージェネ
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コージェネ導入事例

官
民
連
携
に
よ
る

バ
イ
オ
ガ
ス
を
活
用
し
た

地
産
地
消
の
取
り
組
み

　

２
０
１
９
年
に
沖
縄
県
糸
満
市
で
設
立
さ

れ
た
「
い
と
ま
ん
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会

社
」
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
的
と
し
て
地
元

企
業
が
中
心
と
な
る
官
民
連
携
で
作
ら
れ
た

合
弁
会
社
（「
施
設
概
要
」
参
照
）
で
あ
り
、

糸
満
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
下
水
処
理
工
程
で

発
生
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
（
消
化
ガ
ス
）
を
燃

料
と
し
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
高
効
率
で
運
転
し

て
電
気
と
熱
を
供
給
す
る
事
業
を
営
ん
で
い

る
。
下
水
処
理
工
程
で
は
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ

る
こ
と
で
、
下
水
汚
泥
を
約
１
／
10
ま
で
減

容
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
代
わ
り
に
大
量

の
メ
タ
ン
ガ
ス
（
バ
イ
オ
ガ
ス
）
が
発
生
し
、

そ
の
ガ
ス
を
通
常
は
燃
や
し
て
捨
て
て
い
る
。

こ
こ
糸
満
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
発
生
す
る
バ

イ
オ
ガ
ス
（
１
日
約
１
３
５
０
㎥
）
は
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
す
ぐ
隣
に
位
置
す
る
製
塩
工

場「
株
式
会
社 

青
い
海
」(

以
下 「
青
い
海
」)

ま
で
約
４
０
０
ｍ
の
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を

引
い
て
供
給
し
て
い
る
。
発
生
し
た
バ
イ
オ

ガ
ス
を
下
水
処
理
場
の
敷
地
内
で
オ
ン
サ
イ

ト
利
用
（
例
え
ば
メ
タ
ン
発
酵
槽
の
加
温
）

し
て
い
る
事
例
は
今
ま
で
も
あ
る
が
、
敷
地

外
で
オ
フ
サ
イ
ト
利
用
す
る
事
例
は
国
内
初

の
取
り
組
み
と
な
る
。

バ
イ
オ
ガ
ス
に
よ
る

発
電
と
工
場
の

製
塩
工
程
で
の
熱
利
用

　

バ
イ
オ
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
コ
ー
ジ
ェ

ネ
は
、
25 

kW
×
５
台
が
「
青
い
海
」
の
敷
地

内
に
設
置
さ
れ
、
発
生
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
を

そ
の
ま
ま
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
基
本
的

に
24
時
間
、
３
６
５
日
、
発
生
す
る
バ
イ
オ

ガ
ス
の
量
に
合
わ
せ
た
台
数
制
御
運
転
を

行
っ
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
発
電
し
た
電

力
は
、
い
と
ま
ん
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー
が
電
力

小
売
り
事
業
者
の
沖
縄
ガ
ス
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー

と
再
エ
ネ
特
定
卸
供
給
の
契
約
を
し
た
上

で
、
沖
縄
電
力
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
国
に
よ
る
再
エ

ネ
の
固
定
価
格
買
取
制
度
）
で
20
年
間
売
電

し
、
電
気
事
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
。
メ
タ

ン
発
酵
バ
イ
オ
ガ
ス
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
売
電
単
価
は

39
円
（
税
別
）
で
あ
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
中

で
は
恵
ま
れ
た
単
価
設
定
に
な
っ
て
い
る
の

も
、
国
が
こ
の
分
野
の
普
及
を
目
指
し
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
沖
縄
ガ
ス
ニ
ュ
ー
パ

ワ
ー
は
、
地
元
の
西
崎
工
業
団
地
の
企
業
に
、

従
来
よ
り
安
い
単
価
で
売
電
し
て
、
地
元
企

業
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
で

発
電
と
同
時
に
生
ま
れ
た
排
熱
は
、
製
塩
工

程
で
使
わ
れ
る
。
30
℃
の
海
水
を
通
常
は
ボ

イ
ラ
ー
で
１
０
０
℃
ま
で
昇
温
し
て
塩
を
作

る
が
、
約
85
℃
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
に
よ
り 消化ガス貯留タンク

海水濃縮タンク

■ エネルギーフロー図

消化ガス
貯留タンク

バイオガス
（消化ガス）

糸満市
浄化センター

コージェネレーション
（25kWx5台）

排熱

FIT売電（沖縄電力）

電力小売り
（沖縄ガスNP）

青い海
（製塩工場）

西崎工業団地
ほか

■ ガスコージェネレーションで発電した電気の流れ

いとまん
バイオエナジー

FIT売電
沖縄電力

一般送配電事業者

再エネ
特定卸供給

小売電気事業者

沖縄ガス
NP

西崎工業団地
ほか

発電事業者

販売

30
℃
の
海
水
を
70
℃
ま
で
昇
温
で
き
る
の
で
、

ボ
イ
ラ
ー
の
仕
事
は
70
℃
か
ら
１
０
０
℃
に

す
る
だ
け
と
な
り
、
40
℃
の
差
分
が
省
エ
ネ

に
な
る
。
排
熱
利
用
だ
け
で
Ｃ
Ｏ
２
を
年
間

５
０
０
ト
ン
削
減
、
電
気
も
合
わ
せ
る
と
合

計
で
年
間
１
０
０
０
ト
ン
の
削
減
に
寄
与
し

て
い
る
。

　

今
ま
で
使
わ
れ
ず
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
、
ま
た
地
元
企
業

を
中
心
に
地
産
地
消
を
し
て
地
域
に
還
元
す

る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
た
。
沖
縄
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
国
内
初
の
取
り
組
み
が
、
全
国

に
あ
る
下
水
処
理
場
、
あ
る
い
は
メ
タ
ン
を

排
出
し
て
い
る
プ
ラ
ン
ト
な
ど
に
も
広
ま
り
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
時
代
の
一
翼
を
担
う
時
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で

来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム製
モ デ ル 名 ＢＰ２５Ｄ１－ＴＦＪＧ
燃 料 種 別 下水処理場バイオガス
定 格 出 力 25ｋＷ
台 数 ５台（1台予備機）
温水取出温度 85℃

効 率 総合：85％／発電：32％
排熱回収：52％

運 転 時 間 24時間ｘ365日
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　宮崎県児湯郡新富町は、古くから農業が盛んな町で
ある。ここに親子３代にわたって「牛と人に優しい酪農」に
チャレンジし続け、ついに完全な循環型酪農を実現した
本部農場がある。この経営は高い評価を受け「第47回
全国酪農青年女性発表会（経営の部）」（２０１８年）で最優
秀賞（農林水産大臣賞）を受賞した。
　事の始まりは乳牛の飼育頭数を１２０頭から２５０頭へ
拡大する計画であった。牛舎の拡大は可能だが、それに
伴う糞尿処理が課題となった。そんな時にバイオガス発
電プラントの提案を受け実現に至った。バイオガスコー
ジェネを利用し、糞尿を利活用するシステムを構築した
ことで、労働負担の軽減・バイオガス発電による熱電エ
ネルギー利用・経済性の向上を同時に達成した本取り組
みは、これからの酪農経営のあり方を示唆している。

コージェネ導入のポイント
牛糞尿の発酵ガスによるコージェネ運転
コージェネ熱による微生物生成
FIT売電による経済効果

1

2

3

Co-GENET Vol.31

コージェネを活用した循環型酪農への挑戦

本部農場

■ 施設概要
名　　　 称 メタン発酵ガスによるバイオマス発電設備
事 業 所 名 株式会社　本部農場（本部博久 代表）
所 在 地 宮崎県児湯郡新富町大字新田13777-1
敷 地 面 積 プラントエリア：1,641㎡
運 転 開 始 2020年3月

施 設 概 要

牛舎の糞尿処理施設（原料槽・発酵槽・固液分離機・
消化液貯留槽）
バイオガスプラント（生物脱硫装置・除湿装置・ガス
バッグ・CGS×2）

H o n b u  F a r m

Case2

取材・文：小田島 範幸

コージェネSDGs

コージェネ(24.5kW×2台)　
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コージェネ導入事例

き
い
経
済
効
果
を
発
揮
し
た
。

❸
発
酵
槽
内 

下
部
に
は
固
形
分

　

搾
り
滓
で
あ
る
固
形
物
は
約
４
ｔ
／
日
生

成
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
で
農
場
内
の
堆
肥
舎
に

搬
送
す
る
。
ロ
ー
タ
リ
ー
式
撹
拌
機
で
空
気

と
十
分
に
混
ぜ
合
わ
せ
、
ゆ
っ
く
り
と
乾
燥

さ
せ
て
か
ら
牛
の
フ
ト
ン
と
し
て
利
用
す
る
。 

　

プ
ラ
ン
ト
建
設
以
前
は
、
敷
料
と
し
て
木

材
の
チ
ッ
プ
（
の
こ
く
ず
）
に
消
石
灰
を
混

ぜ
て
消
毒
し
た
も
の
を
使
っ
て
い
た
。
搾
り

滓
の
活
用
に
よ
り
年
間
約
６
０
０
万
円
だ
っ

た
の
こ
く
ず
費
用
が
10
％
程
度
に
低
減
さ
れ
、

さ
ら
に
病
気
に
な
る
牛
が
減
り
、
衛
生
面
も

改
善
し
た
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
支
え
る

循
環
型
農
場

　

取
材
中
、
少
し
も
牛
が
鳴
い
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
。
本
部
氏
に
よ
れ
ば
牛
が

鳴
く
の
は
ス
ト
レ
ス
や
要
求
が
あ
る
サ
イ
ン

な
の
だ
と
い
う
。
牛
に
と
っ
て
清
潔
で
快
適

な
環
境
が
で
き
て
、
そ
の
結
果
高
品
質
で
美

味
し
い
牛
乳
が
作
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
電
気
が
経
済
的
支
援
と
な
り
、
ま

た
そ
の
熱
が
微
生
物
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
、

牛
を
中
心
と
し
た
完
全
循
環
型
社
会
が
実
現

し
て
い
た
。
都
市
部
と
は
全
く
異
な
る
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
活
用
方
法
。
そ
し
て
牛
た
ち
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
余
裕
あ
る
表
情
が
印
象
に

残
っ
た
。

酪
農
最
大
の
課
題
は

牛
の
副
産
物

　

広
々
と
し
た
牧
草
地
と
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
本
部
農
場
。
こ
こ
で
は
毎
年

２
３
０
０
ｔ
の
牛
乳
を
に
出
荷
し
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
、
農
場
で
は
生
産
性
向
上
を

図
る
た
め
に
飼
育
規
模
を
約
２
倍
に
拡
大
す

る
こ
と
を
検
討
し
た
が
、
増
頭
に
よ
る
牛
の

糞
尿
処
理
が
課
題
と
な
っ
た
。
糞
尿
処
理
は

多
く
の
作
業
員
が
毎
日
４
〜
５
時
間
タ
イ
ヤ

シ
ョ
ベ
ル
で
切
り
返
す
大
変
な
作
業
で
あ
っ

た
。
増
頭
後
の
糞
尿
排
泄
量
は
20
ｔ
／
日
以

上
に
な
り
、
全
て
を
堆
肥
化
す
る
こ
と
は
作

業
量
や
費
用
面
で
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
想

定
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
副
産
物
を
ゴ
ミ
で

な
く
「
貴
重
な
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
」
と
と
ら

え
る
こ
と
で
、
課
題
は
一
気
に
解
決
へ
と
向

か
っ
た
。

ガ
ス
生
成
量
は
20
〜
30
Ｎ
㎥
／
ｈ
で
バ
ラ
ツ

キ
が
あ
る
た
め
、
ガ
ス
発
生
量
の
１
時
間
分

を
ガ
ス
バ
ッ
ク
に
蓄
積
し
ガ
ス
量
の
変
動
を

吸
収
し
て
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
安
定
稼
働
さ
せ
て

い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
発
電
電
力
は
低

圧
に
て
Ｆ
Ｉ
Ｔ
売
電
さ
れ
、
熱
は
発
酵
槽
の

加
温
に
利
用
し
て
い
る
。

❷
発
酵
槽
内 

中
央
部
の
消
化
液
層

　

水
分
を
中
心
と
し
た
消
化
液
が
約
18
ｔ
／

日
貯
留
さ
れ
、
窒
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
ウ
ム

を
豊
富
に
含
む
植
物
へ
の
天
然
液
体
肥
料
と

な
る
。
散
布
用
肥
料
と
と
も
に
農
場
内
の
牧

草
地
に
散
布
。
肥
料
の
購
入
量
も
減
り
、
大

■ エネルギーフロー図

FIT売電

ガス

水分

固形物

1

2

3

牛舎 コンテナ内
ガスバッグ

消化液貯留槽 液肥として散布
牧草育成

トラックで
牛舎へ

コージェネで
電気と熱

再生敷料（滅菌された牛のフトン）
エサ

堆肥舎にて
撹拌殺菌

発酵槽排泄物

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

大
量
の
糞
尿
処
理
の
課
題
に
対
し
て
、
バ

イ
オ
マ
ス
リ
サ
ー
チ
社
か
ら
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に

よ
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

プ
ラ
ン
ト
の
提
案
を
受
け
た
。
本
部
社
長
は

「
乳
牛
の
糞
は
和
牛
よ
り
柔
ら
か
く
て
水
分

が
多
い
。
バ
イ
オ
ガ
ス
生
成
に
は
適
し
て
い

る
は
ず
だ
」
と
直
感
し
た
と
い
う
。

　

早
速
、
排
出
さ
れ
る
糞
尿
の
調
査
が
開
始

さ
れ
バ
イ
オ
ガ
ス
発
生
量
や
ガ
ス
の
利
用
方

法
、
消
化
液
の
活
用
等
の
検
討
が
さ
れ
た
。

そ
し
て
調
査
か
ら
約
１
年
半
で
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ン
ト
が
完
成
。
２
０
２
０
年
３
月
か
ら

運
転
を
開
始
し
た
。

ガ
ス
生
成
と
活
用
プ
ロ
セ
ス

　

収
集
さ
れ
た
糞
尿
は
、
ま
ず
原
料
槽
に
集

め
ら
れ
発
酵
槽
に
蓄
積
さ
れ
る
。
55
℃
に
維

持
さ
れ
た
槽
内
で
１
分
間
に
17
〜
18
回
の
撹

拌
を
繰
り
返
す
こ
と
で
嫌
気
性
メ
タ
ン
発
酵

が
促
進
さ
れ
る
。
そ
れ
以
降
の
主
な
プ
ロ
セ

ス
は
以
下
の
❶
〜
❸
と
な
る
。

❶
発
酵
槽
内 

上
部
の
ガ
ス
成
分

　

メ
タ
ン
発
酵
ガ
ス
が
６
０
０
㎥
／
日
生
成

さ
れ
る
。
成
分
は
メ
タ
ン
が
55
％
程
度
で
、

ガ
ス
中
の
硫
化
水
素
濃
度
を
脱
硫
・
除
湿
装

置
で
３
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
程
度
に
低
減
し
、
さ
ら

に
乾
式
脱
硫
装
置
で
10
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
に
精
製
。

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 BP25D1Z-TFJG

燃 料 種 別 乳牛の糞尿由来のバイオガス

定格出力/台 24.5kW/台×2台

温 水 取 出 
温 度

80℃（高温水）
70℃(低温水)

効 率 総合：84％／発電：32％
排熱回収率：52％

燃料消費量 14.3N㎥/h（メタン濃度：55%の時）

そ の 他 BCP対応機種
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　宮崎市郡医師会病院は、地域医療支援病院と地域災
害拠点病院としての役割を担う地域の中核医療機関で
ある。約４万５千㎡の敷地には、病院棟のほか、コージェ
ネレーションシステム（ＣＧＳ）・非常用発電機・受変電設
備などを設置しているエネルギーセンター棟や緩和ケ
ア病棟、院内保育所、医師会館棟などがある。本病院は
昭和59年に宮崎市の沿岸近くに開設され、平成９年に
地域災害拠点病院にも指定された。施設の老朽化と近
年の自然災害を考慮し、旧病院から約１０km内陸へ移転
新築し、新病院を２０２０年８月に開業した。
　新病院の計画は、病院の本業である医療サービスに
経営資源集中を図るとともに、事業者のノウハウを活用

した省エネ・省コストの実現や、専門性を活かした災害
時などのエネルギー供給の安定性の向上などのメリット
から、病院自ら積極的にエネルギーサービスの導入を検
討した。複数社の提案の中から、東京ガスエンジニアリ
ングソリューションズ（ＴＧＥＳ）と地元ガス事業者の宮崎
ガスとの共同提案が選定された。

コージェネ導入のポイント
BCP対応（災害時の施設の強靭性、 
停電時の電力供給向上）
コージェネ（排熱）利用による省エネ性向上
電力ピークカット&排熱利用による経済性 

（光熱費削減）

1

2
3

Co-GENET Vol.31

BCP、省エネを意識した中核医療機関を支える
コージェネレーションシステム

宮崎市郡医師会病院

■ 施設概要
所 在 地 宮崎県宮崎市大字有田1173番地
建物規模 地上２階（エネルギーセンター棟）
構 造 鉄骨造／耐震構造
面 積 延床面積:1,190.88㎡

開 業 年月 2020年7月（エネルギーサービス開始）
（病院開業：2020年8月）

病院全体

敷地面積：45，393.97㎡
延床面積：32，059.72㎡

（病院棟および併設建物含む全ての合計）
病床数：267床

（ICU・CCU14床、NICU6床、緩和ケア12床）
〈病院棟〉　
建物用途：病院　
延床面積：24，505.75㎡
階数：地上6階
構造：鉄骨造／免振構造
他：緩和ケア病棟、医師会館棟、院内保育所など

M i y a z a k i  M e d i c a l  A s s o c i a t i o n  H o s p i t a l

Case3

取材・文：雑賀 慎一

コージェネSDGs
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コージェネ導入事例

エネルギーセンター棟（外観）

災
害
時
の
施
設
の
強
靭
性
、

停
電
時
の
電
力
供
給
向
上

　

新
病
院
は
、
建
物
の
老
朽
化
に
加
え
東
日

本
大
震
災
を
機
に
災
害
対
策
を
検
討
し
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
を
想
定
し

て
、
沿
岸
部
か
ら
水
害
に
強
い
内
陸
部
へ
の

移
転
が
計
画
さ
れ
た
。
さ
ら
に
２
０
１
６
年

の
熊
本
地
震
な
ど
も
あ
り
、
災
害
時
の
電
源

確
保
に
対
す
る
意
識
は
高
く
、
移
転
し
た
場

変
動
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
る
。

電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
＆

排
熱
利
用
に
よ
る

光
熱
費
削
減

　

運
転
制
御
は
遠
隔
自
動
制
御
シ
ス
テ
ム

「
ヘ
リ
オ
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
ン
ス
（
注
）」
を
導
入

し
、
気
象
デ
ー
タ
や
過
去
の
運
転
パ
タ
ー
ン

を
学
習
し
て
取
り
込
み
、
需
要
を
予
測
し
て

Ｃ
Ｇ
Ｓ
の
運
転
・
停
止
や
熱
源
機
器
の
機
種

選
択
が
最
適
に
な
る
よ
う
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

運
転
、
デ
マ
ン
ド
運
転
を
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

で
運
用
し
て
い
る
。
現
在
、
主
な
運
転
時
間

は
平
日
の
日
中
と
な
る
が
、
そ
の
間
Ｃ
Ｇ
Ｓ

か
ら
の
排
熱
で
病
院
機
能
に
必
要
な
熱
利
用

は
維
持
で
き
て
い
る
。

　

新
病
院
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス

ガスエンジン・コージェネ（400kW×1台）

■ エネルギーフロー図

電力

冷水

温水

発電電力

廃温水

温水

蒸気

電気

冷房

給湯

蒸気

暖房

油

都市ガス

商用電力

蒸気
ボイラ

空冷HPチラー非常用発電機

ジェネ
リンク

温水
ヒータ

病院

ガスエンジン
コージェネ

所
は
水
害
に
強
い
立
地
で
は
あ
る
が
、
よ
り

一
層
の
対
策
と
し
て
１
２
５
０
ｋ
Ｖ
Ａ
の
非

常
用
発
電
機
と
受
変
電
設
備
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
棟
の
２
階
に
設
置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
電
気
・
都
市
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
が
途
絶
え
た
場
合
で
も
、
病
院
機

能
を
連
続
３
日
間
継
続
で
き
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
設
備
を
計
画
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｇ
Ｓ
は
災
害
に
強
い
中
圧
ガ
ス
を
利
用

し
て
い
る
が
、
停
電
時
で
も
給
電
で
き
る
よ

う
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
が
可
能
な
仕

様
と
し
、
非
常
用
発
電
機
と
の
連
系
も
可
能

と
し
て
い
る
。

排
熱
利
用
に
よ
る

省
エ
ネ
性
向
上

　

Ｃ
Ｇ
Ｓ
は
、
想
定
さ
れ
る
病
院
の
電
力
お

よ
び
熱
需
要
か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
最
適
な
容
量
と
し
て
４
０
０
kW
が
選
定

さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ
の
排
熱
は
空
調
と

給
湯
の
双
方
で
利
用
し
、
極
力
排
熱
を
捨
て

る
こ
と
の
な
い
シ
ス
テ
ム
と
し
、
省
エ
ネ
化

が
図
ら
れ
た
。

　

空
調
熱
源
設
備
は
、
電
気
と
ガ
ス
の
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
と
し
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ
の
排
熱
は

ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
に
よ
り
有
効
利
用
し
て
い
る
。

ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
は
Ｃ
Ｇ
Ｓ
の
排
熱
量
に
合
わ

せ
て
２
８
０
Ｒ
Ｔ
１
基
が
選
定
さ
れ
た
。
ま

た
、
高
効
率
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
利
用
で
き

る
空
冷
Ｈ
Ｐ
チ
ラ
ー
を
用
い
て
、
熱
需
要
の

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メーカー ヤンマーエネルギーシステム株式会社
モデル名 EP400G
燃料種別 都市ガス13A（中圧）
定格出力 400kW
台 数 1台
温水取出 
温 度 90℃（機器定格能力）

効 率

総合:73.8%
発電:41.2%
排熱回収:32.6%
排熱回収は温水

は
、
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
の
ヘ
リ
オ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
24
時
間
の
遠
隔
監
視
と
、
宮
崎
ガ
ス

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
24
時
間

体
制
の
運
転
監
視
で
運
転
管
理
を
行
い
、
設

備
担
当
者
と
病
院
の
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
て
お
り
、
病
院
側
も
安
心
し
て
医
療
業

務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
ま
た
、

災
害
に
も
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
高

く
評
価
し
て
い
た
。

　

自
然
災
害
に
よ
る
建
築
物
へ
の
被
害
が
多

発
す
る
中
で
、
災
害
に
強
く
、
停
電
時
に
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
可
能
な
新
病
院
が
地
域

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
た
。

注： ヘリオネットアドバンスは東京ガスエンジニアリングソリューションズの遠隔自動制御システムです。
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